
原子力の安全・防災対策

章3

　東海村でのジェー・シー・オー臨界事故の後、国や茨
城県はそれまでの安全対策を見直し、さまざまな安全
管理をより徹底させてきました。福島の事故で明らか
になった問題点についても、国や自治体はいま、原子力
の安全対策をもっと厳重にする作業をしています。い
まの安全対策と万一福島のような事故がまた発生し
た場合の、身を守る方法を知ってください。
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原子力事故って？
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3章　原子力事故

2011年 福島第一原子力発電所事故

設備損
そん

壊
かい

を受けた主要原子炉
ろ

の現在の状況

（参考）資源エネルギー庁 廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合／事務局会議（第109回）（2022年12月22日）資料
　　　「東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）」
　　　「福島第一原子力発電所　プラント関連パラメータ」

ઃඋଛյをडけたओཁ原子࿍のࡏݱのঢ়گ

1 号 機 2 号 機 3 号 機 4 号 機

地震発生時

೩料༹༥

॥環஫水ྫྷ٫૷ஔにΑりྫྷ٫த

ఆࢭఀࠪݕظத

建屋等の状況
ѹ力཈੍ࣨ౳の
ଛյঢ়گෆ໌

炉心の状況
炉心の冷却

廃止年月日

圧力容器底部温度
（2022年12月21日現在時点） 17�1ˆʙ1��3ˆ

2012年4݄1�೔ 2012年4݄1�೔ 2012年4݄1�೔ 2012年4݄1�೔

ー26�2ˆʙ27�4ˆ 21�4ˆʙ21�6ˆ

ӡసத

2011年3݄12೔
水ૉര発ʢਪଌʣݐ԰ଛյ

2011年3݄14೔
水ૉര発ʢਪଌʣݐ԰ଛյ

2011年3݄15೔
水ૉര発ʢਪଌʣݐ԰ଛյ

2014年12݄22೔
೩料ϓール͔らのࡁ༺࢖
೩料の取りग़しが͢΂てྃ׬

2021年2݄2�೔
೩料ϓール͔らのࡁ༺࢖
೩料の取りग़しが͢΂てྃ׬

の֓ཁނࣄ

注…原子炉格納容器の圧力を大気に逃がす操作

地震発生（震度6強）
˔運転中の各原子炉は
　自動停止。
˔送電線の鉄塔倒壊などにより
　外部電源を喪失。

地震発生（震度6強）
˔非常用ディーゼル発電機が起
動したものの、津波により非常
用ディーゼル発電機や配電盤
が冠水。

津波発生（遡上高14 m～15 m）
˔原子炉の冷却機能が喪失した
ため核燃料の溶融が発生。ベン
ト操作注の遅れによる水素爆発
のため原子炉建屋などが損壊。

全電源喪失

注水注水 注水

使༻ࡁ燃料
ɹɹϓール

原子炉
֨ೲ༰器
原子炉
ѹ力༰器
燃料
σブリ

陸
側
遮
水
壁

1号機 2号機 3号機 4号機

औり出しྃ׬燃料（体）
1535/1535

615体392体

ドーム屋ࠜ
燃料औり出し༻カόー

燃料औѻ機
Ϋレーン

前室
औり出しྃ׬燃料（体）
566/566

（2021/2/28燃料औり出しྃ׬）
（2014/12/22燃料औり出しྃ׬）

燃料溶融 燃料溶融 燃料溶融

遮
へ
い
体

').Ψーμ
オϖレーςΟンά
フϩア

ཆ生
όοά

ペ
デ
ス
タ
ル

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　チ
ェ
ン
バ

仮
設
構
台
設
置
中

構
台
基
礎
設
置
中

ःへい体

水ૉ爆発
水ૉ爆発 水ૉ爆発
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࿍ࢠݪ　
㇍

ͱ࢖༻済೩ྉϓʔϧは、ৗにྫྷやす
必ཁが͋るのですが、௡೾にΑΓ�ʙ�߸ػはす
べてのిݯが࢖༻で͖ず、ࢠݪ࿍

㇍

を「ྫྷやす」

ೳをࣦい、ӡ転தͩったػ ʙ̍̏ は࿍ػ߸
㇍

心の
೩ྉ๮が༹

ㆨ

けて、ਫૉര
ㆰㆎ

ൃ
ㆯㆤ

等にΑΓ放射性物質
が؀

ㆉんㆌ㇇ㆄ

。に放ग़͞Εましたڥ

原子࿍ݐ԰
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福島第一原子力発電所の「廃
ㆯ ㆂ

炉
㇍

」に向けたロードマップ

【福島第一原子力発電所のこれまでの汚染対策の効果】

ഇ
ㆯㆂ

࿍
㇍

શମͷ޻ఔ

てっきょ

注

注…�ALPS 処理水：福島第一原子力発電所の建屋内に存在する放射性物質に汚染された水を、多核種除去設備（通称「ALPS」）などを使い、トリチウム以外の放射
性物質について安全基準を満たすまで浄化処理した水のこと。

（参考）� �資源エネルギー庁（原子力発電所事故収束対応室）「廃炉の大切な話2022 〜福島第一原子力発電所の今とこれから〜」（2022年3月）

　෱ౡୈ一ిൃྗࢠݪ所ではݐ、ࡏݱ物から೩ྉ
を取Γग़し、ݐ物をղମする「ഇ

ㆯㆂ

࿍
㇍

」のۀ࡞が行Θ
Εています。೩ྉが༹

ㆨ

けམͪたΓ、ݐ物がਫૉര
ㆰㆎ

ൃ
ㆯㆤ

にΑΓଛ
㆝ん

յ
ㆉㆂ

しているため、ࠓ後��ʙ��೥Ҏ上΋ࠔ
難なۀ࡞がଓ ͱ͘͞ Εていますが、ࠃ಺֎のڀݚ
。をಘてগしずͭલにਐΜでいますྗڠ等のؔػ
͞、༏先ͤ͞ながら࠷後΋安全をࠓ　 ま͟まな৽
しいٕज़։ൃを行い、大͖な՝୊をղܾして、着
࣮にഇ

ㆯㆂ

࿍
㇍

のۀ࡞をਐめてい 必͘ཁが͋Γます。
　ൃి所はܧ、ࡏݱ

㆐ㆂ

ଓ
㆞ㆎ

తな஫ਫにΑってྫྷ
㇌ㆂ

٫
ㆌ㇃ㆎ

す

る͜ͱにΑΓ、֤ ͱ΋安ఆしたঢ়ଶをҡػ߸
ㆂ

࣋
㆘

し
ています。
　̍ では೩ྉの取Γग़し։࢝をલに、ΨϨΩػ߸
ఫڈに൐

ㆨ㇂な

うμετ防止のためݐ԰全ମを෴
おお

う大
����、がਐめらΕておΓࣄ޻Χόʔのઃஔܕ
೥౓ࠒにはྃ׬する༧ఆです。また̎ ݐはػ߸
԰をղମする͜ ͱな͘ 物ೆ側にখ͞な݀を͋ݐ、
け、ͦ ͜からΫϨʔϯঢ়のثػを࢖༻して取Γग़
す޻๏がͱらΕています。なお、̏・̐ は、すべػ߸
ての೩ྉの取Γग़しがऴΘっています。

1　汚
お せ ん

染源に水を近づけない 2　汚
ㆈ ㆛ ん

染水を漏らさない

飲料水の基準を
満たしている

3　汚
ㆈ ㆛ ん

染源を取り除く

敷地境界の
１ミリシーベルト/年の達成

●汚染水の発生量（日平均）
540㎥

140㎥

2020年౓2014年�月
ʢରࡦલʣ

͓ せ ん

2011年�月 2021年12月
※पลւҬͷ放射性෺࣭ೱ౓͸ɺೆ 放ਫޱ෇ۙͷセシウム1��஋
※ੈքతͳҿྉਫͷਫ࣭ج४͸10ϕΫϨϧ�Ϧοτϧ

検出限界値※

約1万ベクレル/リットル

（約0.7ベクレル/リットル）未満

●周辺海域の放射性物質濃度

9.76
（ミリシーベルト/年）

2014年�月 2021年9月

λϯΫにஷཹ͠ていΔ
ਫΛড়Խॲཧ͢Δ ͱ͜
ͳͲにΑΓɺෑ஍ೆଆͷ
ઢ ʢྔධՁ஋ʣ͕ ௿ݮ。

˔ෑ地ೆଆ˞での施設からの線量（評価஋）

໿0.86

汚
お せ ん

染水の発生量が
大幅に減少

原
子
力
の
安
全
防
災
対
策

3
章
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出典：（一財）原子力文化財団「原子力・エネルギー図面集」（2019年12月更新）をもとに作成
シーベルト：放射線が人体に与える影

えいきょう

響を表す単位（1ミリシーベルトは1シーベルトの1,000分の1）

レベル
基　　　　　　　　準 参考事例

INESの公式評価でない
ものも含

ふく

まれる
基　準 1
人と環

かん

境
きょう

基　準 2
施
し

設
せつ

における放射線バリアと管理
基　準 3
深層防

ぼう

護
ご

事
　
　
　
故

7
（深刻な事故）

・�広範囲の健康および環
かんきょう

境への影
えいきょう

響を�
伴
ともな

う放射性物質の大規模な放出

・旧ソ連チェルノブイリ発電所事故（1986年）�
暫
ざんてい

定評価
・�東北地方太平洋沖地震による福島第一
原子力発電所事故（2011年）

6
（大事故）

・�放射性物質の相当量の放出

5
（広範囲な影

えいきょう

響を
伴
ともな

う事故）

・�放射性物質の限定的な放出�
・�放射線による数名の死亡

・炉
ろ

心
しん

の重大な損
そんしょう

傷
・�公衆が著しい被

ひ

ばくを受ける可能性の
高い施

し

設
せつ

内の放射性物質の大量放出

・�アメリカスリーマイル・アイランド�
発電所事故�（1979年）

4
（局所的な影

えいきょう

響を
伴
ともな

う事故）

・�軽微な放射性物質の放出�
・�放射線による少なくとも1名の死亡

・�炉
ろ

心
しん

の全放射能量の 0.1%を超える放
出につながる燃料の溶

よう

融
ゆう

または燃料の
損
そんしょう

傷
・�公衆が著しい大規模被

ひ

ばくを受ける可
能性の高い相当量の放射性物質の放出

・�ジェー・シー・オー臨
りん

界
かい

事故（1999年）

異
常
な
事じ

象し
ょ
う

3
（重大な異常事

じ

象
しょう

）

・�法令による年間限度の 10倍を超える
作業者の被

ひ

ばく
・�放射線による非致命的な確定的健康
影
えいきょう

響

・�運転区域内での 1シーベルト/時を超
える被

ひ

ばく線量率
・�公衆が著しい被

ひ

ばくを受ける可能性は
低いが設計で予想していない区域での
重大な汚

お

染
せん

・�安全設備が残されていない原子力発
電所における事故寸前の状態
・�高放射能密封線源の紛

ふん

失
しつ

または盗
とう

難
なん

・�旧動燃アスファルト固化処理施
し

設
せつ

火災
爆
ばく

発
はつ

事故�（1997年）

2
（異常事

じ

象
しょう

）

・�10ミリシーベルトを超える公衆の被
ひ

ばく
・�法令による年間限度を超える作業者の
被
ひ

ばく

・�50ミリシーベルト/時を超える運転区
域での放射線レベル
・�設計で予想していない施

し

設
せつ

内の域内の
相当量の汚

お

染
せん

・�実際の影
えいきょう

響を伴
ともな

わない安全設備の重
大な欠

けっかん

陥

・�美浜発電所 2号機蒸気発生器伝熱管
損
そん

傷
しょう

事故�（1991年）
・�原子力機構旧大洗研究開発センター燃料
研究棟における汚

お

染
せん

・被
ひ

ばく事故�（2017年）

1
（逸
いつ

脱
だつ

）

・�法令による限度を超えた公衆の過大被
ひ

ばく
・�低放射能の線源の紛

ふんしつ

失または盗
とうなん

難

・�「もんじゅ」ナトリウム漏
ろう

えい事故（1995年）
・�敦
つる
賀
が
発電所2号機1次冷

れい
却
きゃく
材
ざい
漏
も
れ（1999年）

・�浜岡原子力発電所1号機余熱除
じょ

去
きょ

系
配管破断事故（2001年）
・�美浜発電所 3号機二次系配管破損事故
（2004年）
・�J-PARC放射性物質漏

ろう

えい事故（2013年）

尺
度
未
満

0
（尺度未満）

安全上重要ではない事
じ

象
しょう 0+ 安全に影

えいきょう

響を与える事
じ

象
しょう

0– 安全に影
えいきょう

響を与えない事
じ

象
しょう

評価対象外 安全に関係しない事
じ

象
しょう

国際原子力事
じ

象
しょう

評価尺度（INES）

1979年 スリーマイル・アイランド原子力発電所事故
　ΞϝϦΧ・ϖϯγϧϕχΞभのεϦʔϚΠϧ・ΞΠϥϯυిൃྗࢠݪ所で、ۀ࡞һ
が൑அをޡって安全૷ஔʢඇৗ༻࿍

㇍㆗ ん

心ྫྷ
㇌ㆂ

٫
ㆌ㇃ㆎ

γεςϜ・&$$4ʣをఀ止ͤ͞てしまっ
た͜ͱがओなݪҼで͜ىったނࣄです。放射性物質がपลに放ग़͞Ε、一時は൒
ͱ೛ࣇ�ᶳҎ಺の༮ܘ

ㆫんㆷ

්が避
ひなん

難しました。

˛εϦーϚΠϧɾΞΠϥϯυిൃྗࢠݪॴ
　ʢࣸਅఏڙɿ"'1ʹ時ࣄʣ

Ϩϕϧ�

1986年 チェルノブイリ原子力発電所事故
࣮、所でిൃྗࢠݪの΢ΫϥΠφʣのνΣϧϊϒΠϦࡏݱι࿈ʢچ　 ݪӡ転தにݧ
࿍ࢠ

㇍

が੍
せㆂㆍ㇇

で͖な͘ޚ なΓര
ㆰㆎ

ൃ
ㆯㆤ

࿍ࢠݪ、
㇍

がഁ
ㆯㆉ ㆂ

յ͞Εました。͜ ΕにΑって大ྔの放射
性物質が放ग़͞Ε、Ϥʔϩού֤ࠃを汚染し、一෦は೔ຊに΋౸

ㆨㆄ㆟ㆤ

ୡしました。また、
ݍ๢し、पล��ᶳࢮから�ϱ݄Ҏ಺に��໊がނࣄ

㆐んなㆂ

಺の໿��ສ�
���ਓが避
ひな ん

難、
。していますࡏ止の஍域がଘېで΋ཱ入ࡏݱ

˛νΣϧϊϒΠϦిൃྗࢠݪॴ
ʢ໼ҹ͸ൃ͕ނࣄੜͨ̐͠߸࿍

㇍

ʣʢࣸਅఏڙɿ"'1ʹ時ࣄʣ

Ϩϕϧ�

1999年 ジェー・シー・オー臨
㇊んㆉㆂ

界事故
಺の౦ւଜに͋る֩ݝ　

ㆉㆎ

೩ྉՃࢪ޻
㆗せㆤ

ઃで、ϚχϡΞϧをແࢹしたखॱでۀ࡞を行
った͜ͱで、ࠃ಺࠷ॳのྟ

㇊んㆉㆂ

քނࣄがൃੜしました。͜ のނࣄで、�໊のैۀһがॏ
౓のඃ

ひ

͹ を͘し、�໊の方が๢ な͘った΄か、͜ のैۀһをൖ
ㆯん㆝ㆄ

ૹしたফ防ॺһ、ྟ
㇊んㆉㆂ

ք
ঢ়ଶのఀ止ۀ࡞を行ったࣾһやपลの住ຽ等を߹Θͤるͱ、���໊がඃ

ひ

͹ し͘て
しまいました。また、ݱނࣄ৔から൒ݍ⁯���ܘ

㆐ん

಺
なㆂ

の住ຽに避
ひなん㇈ㆄせㆂ

難ཁ੥が行ΘΕるͱ
ͱ΋に、安全のため൒ܘ��ᶳݍ

㆐ん

಺
なㆂ

の住ຽに԰
おㆎ

಺
なㆂ

退
㆟ㆂひ㇈ㆄせㆂ

避ཁ੥が行ΘΕました。
֩ͨ͜͠ىΛނࣄ˛

ㆉㆎ

೩ྉՃࢪ޻
㆗ ㆛ ㆤ

ઃͷ௜ͰΜ૧
㆝ㆄ

Ϩϕϧ�
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原子力の安全対策は？
ࢪる͢ڙͼར༻にٴɺ։ൃڀݚͷྗࢠݪ

し

ઃ
せつ

ͷ҆શ੍ن͸ɺ๏཯্͕ࠃҰݩతに
ͱ͠ݝͱͱ͞Ε͍ͯ·͕͢ɺ͜͏ߦ ͯ΋஍Ҭ住民ͷ҆શΛ֬อ͢るͨΊにɺඞཁ
ͳࡦࢪΛ͍ͯ͡ߨ·͢ɻ

3章　原子力の安全対策

原子力安全協定
ொଜͱͱ΋に、౦ւ・大ચ஍۠のࢢ܎はؔݝ　
̓̍ࡏݱ所ʢ����೥݄̐̍೔ۀࣄྗࢠݪ ۀࣄ
所ʣͱ「ࢪྗࢠݪ

㆗

ઃ
せㆤ

पลの安全֬อٴͼ؀
ㆉん

ڥ
ㆌ㇇ㆄ

อ
全にؔするڠఆ」ʢҎԼ「ྗࢠݪ安全ڠఆ」ͱい
う。ʣをక

ㆦㆂ

݁
㆐ㆤ

するなどして、ࢪྗࢠݪ
㆗

ઃ
せㆤ

のӡ転ঢ়
。の೺Ѳ等を行っていますگ

˔ओͳ໾ׂ
　̍ɽ　ࢪྗࢠݪ

㆗
ઃ
せㆤ
の安全੍ن

　̎ɽ　放射ઢো֐防止にؔする੍ن
　̏ɽ　෱ౡୈ一ిൃྗࢠݪ所ނࣄにؔΘる取૊Έ
　̐ɽ　ྗࢠݪ防ࡂରࡦのਪਐ
　̑ɽ　放射性物質の防ޢ
　̒ɽ　؀

ㆉん
ڥ
ㆌ㇇ㆄ
放射ઢのϞχλϦϯά� など

෱ౡୈ一ిൃྗࢠݪ所ނࣄの܇ڭに͖ͮج、ಠ
ཱしたؔػ੍نͱして、����೥�݄に੍نྗࢠݪ
ҕһձがൃ଍し、৽ج੍ن४へのద߹性の৹査等
を行っています。

தͮ͘جにݟҕһձは、ઐ໳తな஌੍نྗࢠݪ
ཱެฏなཱ৔からྗࢠݪの安全੍نにؔするۀ຿
を一ݩతに୲う行੓ؔػです。ҕһ௕ͱ�໊のҕ
һからߏ੒͞Εています。
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平常時の監
ㆉ ん ㆗

視体制は？
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3章　平常時の県内の放射線監
か ん し

視体制

※�茨城県東海地区環境放射線監視委員会
地域の代表者や学識経験者、農業や漁業の団体の代表で構成されている委員会。放射線の監視結果を検討・評価しています。

日立γϏοク
ηンタʔ
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ेԦ

ฏ࿨

大প
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ੴ઒ 市໾所

市໾所

市໾所
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市໾所
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市໾所
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ࡔ

բϲӜிࣷ
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ίϛϡニςΟηンタʔ
城里

機構大洗（๺）
機構大洗
機構大洗P-�

機構大洗（ೆ）

大؏

村໾৔
三菱原燃

सੴ઒सੴ઒

ધ৔ 村দ
ԡԆ

機構サイクル工研
機構原科研第2
原電MP-A
原電MP-#
原電MP-$

原電MP-%
๛Ԭ

ੴਆ
ཹ

๛Ԭ

原電東海
原子力科学ؗ

機構原科研

原電東海第二

原燃工
機構サイクル工研

 空間線量率（ガンマ線）測定局（県設置）  63局
 空間線量率（ガンマ線）測定局（事業所設置） 11局
 空間線量率（中性子線）測定局（県設置）  7局

（  うちガンマ線・中性子線併設局2局）
 排水測定局（事業所設置）  4局
 中央監視局（環境放射線監視センター）
 表示局  19局

（市町村17局、原子力科学館1局、
環境放射線監視センター1局）

環
ㆉ ん

境
ㆌ㇇ㆄ

放射線を監
ㆉ ん

視
㆗

する測定局の設置場所ʢ؀ㆉんڥㆌ㇇ㆄ์ࣹઢৗ㆘㇇ㆄ࣌㆘؂ㆉんࢹ㆗ςϨϝータγεςϜʣ
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放射線の監
ㆉ ん ㆗

視と測定 監
ㆉ ん ㆗

視結果の評価と情報公開
　؀

ㆉんㆌ㇇ㆄ
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まΕる放射性物質の
෼
ㆶんせㆌ

ੳを行っています。

　͜Εらのଌఆ・෼
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ੳ͞Εたσʔλの݁Ռは、
などでެදしていࢴใ޿のϗʔϜϖʔδやݝ
ます。

▲ 茨城県環境放射線監
か ん し

視センター 
（ひたちなか市）

▼環
かんきょう

境試料の
　採取風景

▼排
ㆯㆂ㆙ㆂ

水試料の採取風景

▶Ge 半導体検出器

▲モニタリングカー ▲積算線量計

茨城県、原子力事業所は県内各地に環境放射線常時測定局を設置し、空間の放射線量率を
24時間体制で監視、原子力施設から周辺環境への影響がないか確認しています。

空間放射線（ガンマ線）を測定する

■環境試料の採取・分析 
雨水・空気中の塵や土壌、

海水、野菜、魚介類、海底

土、牛乳などの環境試料

を県・各原子力事業所にて

採取・分析しています。

環境試料を採取・分析する

■高所気象測定局

高所の気象を測定する

排気・排水中の放射能を測定する

 　　　各原子力事業所 

 　　　各原子力事業所・県  
下の排水中の放射能測定データは、茨
城県環境放射線監視センターへリアルタ
イムで伝送され、常時監視しています。

原電（140m） 
機構大洗（80m）

■茨城県環境放射線監視センター 
放射線の監視や放射能の分析・測

定などの調査や研究、技術の指導

などを行っています。緊急時には

放射線監視の拠点となります。

監視・分析・測定する

原電排水 
機構原科研排水 
機構サイクル研再処理施設排水 
機構大洗排水

■放射線表示局 
常時測定したデータは、下記の表示局で見るこ
とができます。

放射線表示局やインターネット
（http://www.houshasen-pref
-ibaraki.jp/）で見ることができます。

測定結果を表示する

■モニタリングカー
モニタリングカー等によって、放
射線常時（固定）測定局以外の
場所における空間ガンマ線量を
測定しています。

空間放射線（ガンマ線）を測定する

■積算線量計 
積算線量計を東海村、大洗町、
水戸市、日立市など約90ヵ所に
設置し、3ヵ月間の空間ガンマ線
の積算線量を測定しています。

積算線量を測定する

か んし
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ぶんしかん

かく
※・機構原科研…（国研）日本原子力研究開発機構原子力科学研究所
・機構サイクル研…（国研）日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所
・機構大洗…（国研）日本原子力研究開発機構大洗研究所
・原電…日本原子力発電（株）

かん

かんきょう

かんきょう えい きょうし せつし
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石神

豊岡

豊岡［注2］

MP-D［注2］

MP-C［注2］

MP-B［注2］

MP-A［注2］

舟石川

舟石川［注1］

船場［注2］

村松

押延

三菱原燃

原燃工

機構東海サイクル工研

原電東海

機構東海原科研

横堀

門部

菅谷

額田

本米崎

鴻巣

後台

瓜連

馬渡

堀口

常陸那珂

阿字ヶ浦

柳沢

佐和

高野［注1］

長砂［注1］

久慈

大沼

留［注2］

磯部

真弓

久米

根本

大貫

磯浜

機構大洗（北）

機構大洗（南）

造谷

荒地

田崎

樅山

徳宿

上冨田

広浦

海老沢

谷田部

大場

吉沢

石川

石神小

豊岡集会所

豊岡（原電敷地内）

原電敷地境界

原電敷地境界

原電敷地境界

原電敷地境界

舟石川一区集会所

東海村合同庁舎

東海南中

東海村村営駐車場

押延集会所

三菱原子燃料（株）

原子燃料工業（株）東海事業所

原子力機構核燃料サイクル工学研究所

日本原子力発電（株）

原子力機構原子力科学研究所

横堀小

木崎小

菅谷小

額田小

本米崎小

那珂第三中

五台小

瓜連グランド

勝田第三中

堀口小

自動車安全運転センター

阿字ヶ浦中

柳沢公民館

佐野中

高野小

長砂公民館

久慈中

大沼小

久慈川沿い

峰山中

世矢小

南中

上野小

大洗高

磯浜小

原子力機構大洗研究開発センター

原子力機構大洗研究開発センター

旭公民館

旭東小

旭北小

旭南小

徳宿小

鉾田北中

広浦運動公園

沼前小

明光中

常澄保健福祉センター

吉沢小

旧茨城県環境監視センター
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測定局名 設置市町村 設置箇所
空間放射線量率
ガンマ線 中性子線

東海村

那珂市

 ひたちなか市

日立市

常陸太田市

常陸大宮市

大洗町

鉾田市

茨城町

水戸市

いしがみ

とよおか

とよおか　ちゅう

えむぴーでぃ ちゅう

えむぴーしー ちゅう

えむぴーびー ちゅう

えむぴーえー ちゅう

ふないしかわ

ふないしかわ　ちゅう

ふなば　  ちゅう

むらまつ

おしのべ

みつびしげんねん

げんねんこう

き こ う とう かい　　　　 こうけん

げんでんとうかい

き  こ う  とうかい げんかけん

よこぼり

か ど べ

す が や

ぬ か た

もとこめざき

こうのす

ご だ い

うりづら

まわたり

ほりぐち

ひ た ち   な   か

 あ    じ   が うら

やなぎさわ

  さ   わ

こ う や　 ちゅう

ながすな　ちゅう

  く    じ

おおぬま

とめ　ちゅう

い そ べ

ま ゆ み

  く   め

ね も と

おおぬき

いそはま

きこうおおあらい　  きた

きこうおおあらい　みなみ

つくりや

あ ら じ

た ざ き

もみやま

とくしゅく

かみとみ  だ

ひろ うら

  え  び   さわ

 や   た   べ

お お ば

よしざわ

いしかわ

いしがみしょう

とよ おかしゅうかいじょ

とよ おか　げんでんしき  ち  ない

げんでんしき  ち  きょうかい

げんでんしき  ち  きょうかい

げんでんしき  ち  きょうかい

げんでんしき  ち  きょうかい

ふないしかわいち  く  しゅうかいじょ

とうかいむらごうどうちょうしゃ

とうかいみなみちゅう

とうかいむらそんえいちゅうしゃじょう

おしのべしゅうかいじょ

みつびしげんしねんりょう　かぶ

げんしねんりょうこうぎょう　  かぶ　とうかいじぎょうしょ

げんしりょくきこうかくねんりょう　　　　　　　　こうがくけんきゅうじょ

にほんげんしりょくはつでん　　 かぶ

げんしりょくきこうげんしりょくかがくけんきゅうじょ

よこぼりしょう

き ざ き しょう

す が や しょう

ぬ か た しょう

もとこめざきしょう

  な   か だいさんちゅう

ご だ い しょう

 うりづら

かつ た だいさんちゅう

ほりぐちしょう

じどうしゃあんぜんうんてん

  あ   じ   が うらちゅう

やなぎさわこうみんかん

  さ   の ちゅう

こ う や しょう

ながすなこうみんかん

  く    じ ちゅう

おおぬましょう

  く    じ  がわ ぞ

みねやまちゅう

  せ  や しょう

みなみちゅう
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境放射線監
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視センター 
（ひたちなか市）
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かんきょう

境試料の
　採取風景

▼排
ㆯㆂ㆙ㆂ

水試料の採取風景

▶Ge 半導体検出器

▲モニタリングカー ▲積算線量計
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事故後の対応は？
Ͱ͸͞·͟·ͳ์ࣹઢͷ؂ݝ

か ん し

Խ͍ͯ͠·͢ɻڧମ੍Λࢹ

3章　福島第一原発事故後の県の対応状況

3/ 4/

放射性ヨウ素指標値（一般）

放射性ヨウ素指標値（乳児）

0
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ベクレル／kg

日立市

古河市

常陸太田市（水府）

常陸太田市（金砂郷）

北茨城市

笠間市

取手市

東海村

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

乳児用の指標値を超過した市村の放射性ヨウ素の推移

2011年

水道水の測定結果
放射性Ϥ΢ૉがೕࣇ༻のࢦඪ஋ʢ���ϕΫϨ
ϧ�LHʣを௒աしたࢢଜおΑͼਫݯをߟ

こうりょ

ྀした
ఆ点ʢࢢ��ଜの��ϱ所ɿ����೥��݄຤ࡏݱʣ

において、ఆظతにਫಓਫの放射性物質検査を
しておΓ、����೥�݄��೔Ҏ߱ࢪଓして࣮ܧ
放射性Ϥ΢ૉは検ग़͞ΕていまͤΜ。˞

品目数 検体数

穀類

野菜類

果樹類

特用林産物

畜産物

魚介類

茶

農産加工品

水産加工品

米（玄米）、麦類、そば（玄そば）、落花生、大豆　など

ホウレンソウ、パセリ、ネギ、ミズナ、トマト、イチゴ、カンショ　など

ウメ、ナシ、ブルーベリー、ブドウ、リンゴ、クリ　など

原木しいたけ、野生きのこ類、タケノコ、こごみ　など

原乳、牛肉（全頭検査分含む）、豚肉、鶏肉、鶏卵、馬肉

シラス、カタクチイワシ、カレイ類、ヤマトシジミ、アユ　など

生茶葉、荒茶、飲用茶

干しいも

シラス干し、ワカサギ煮干し、蒸しダコ　など

10

51

12

79

6

194

3

1

20

4,399

1,783

282

3,774

245,622

20,822

372

44

33

376 277,131合計

（2011年3月18日～2022年11月30日）

主　な　品　目

本県における農林水産物の放射性物質検査数

農林水産物の測定結果
४جがࣔした৽しいࠃ、物は࢈಺の೶ྛਫݝ
に͖ͮج放射性物質の検査を行っておΓ、́ ͱ
Μどの΋のはج४஋を大

おお

෯
ㆯㆰ

にԼճっています。

����೥�݄��೔から����೥��݄��೔まで
に���඼໨、��ສ�
���検ମの検査を行い、
検査݁ՌをݝϗʔϜϖʔδでެදしています。

※放射性セシウムについても2011年4月29日以降検出されていません。
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事故に備えた防災対策は？
ສ͕Ұにඋ͑ͯɺࠃɺݝɺࢢொଜɺؔ ମ੍Λཱ֬͠ɺ৘ใऩू΍ࡂͱ๷ؔػ܎
住民΁ͷ޿ใ౳Λ͜͏ߦͱͱ͠ ͍ͯ·͢ɻ

3章　事故に備えた防災体制

原子力防災訓練
ࡂし、防ࢪ࿅を࣮܇ࡂにඋ͑た防֐ࡂྗࢠݪ　
。のରԠೳྗ向上をਤっていますऀ܎຿ؔۀ

ࢠ࿅ͷ༷܇ຊ෦ࡦର֐ࡂ஍ݱྗࢠݪ

ۓ、౷一をਤりࢥ༗、ҙڞ者の৘ใ܎ؔ
ㆌ㇓

ٸ
ㆌ㇅ㆄ

時対Ԡࡦをਝ଎かͭత֬に࣮ࢪすΔたΊに、
ࣗ、ࠃ ࣏ମ等によΔʮ原子力災害߹ಉ対ٞڠࡦձʯを૊৫します。

ձٞڠࡦಉର߹֐ࡂྗࢠݪ

住民
屋
おく

内
ない

退
たい

避
ひ

／
避
ひ

難
なん

等指示

被災者の救護、被
ひ

ばく線量の測定、放射性物質の除去等

事故収束／
災害の拡大防止等

৔ݱނࣄ

ࠃ

ࠃ
原子力災害対策本部

本部長
内閣総理大臣

ࠃ
現地対策本部
本部長

内閣府副大臣

ҵ৓ݝ

県連絡員 ݝ
災害対策本部

౳ؔػ܎ؔ
ઐ໳త
ԉࢧ
࡯ܯ

ফ๷

ւ保

ࣗӴୂ

日本原子力
研究開発機構

各機関等の
派遣要員

量子科学技術
研究開発機構

原子力事業者
防災組織

ொଜࢢ܎ؔ

市町村
連絡員

ொଜࢢ
災害対策本部

モニタϦϯάηϯター࣌ٸۓ

ҵ৓ྗࢠݪݝΦϑαΠトηϯター

ٴのମ੍ݝੜ時におけるൃނࣄ
ͼ৬һ഑උは、放射性物質等の放
ग़ঢ়گ等にΑΓఆめらΕています。

ମ੍۠෼ ഑උ基準 ઃ置基準

警戒体制
（事前配備）

第1
環
ㆉん

境
ㆌ㇇ㆄ

への有意な放射性物質等の放出があ
り、モニタリングポストにおいて、空間線量
率が0.5μSv/時未満の事故・トラブル

必要に応じて災害情報連絡担
当者会議を開催

第2
●�空間線量率が0.5μSv/時以上5μSv/時
未満の事故・トラブル

●�警戒事
㆘

態
㆟ㆂ

の発生

災害情報連絡担当者会議を開
催するとともに、必要に応じて
災害警戒本部を設置

非常体制

第1
●�空間線量率が5μSv/時以上（1地点）の
事故・トラブル

●�施
㆗

設
㆛ㆤ

敷地緊
ㆌん

急
ㆌ㇅ㆄ

事
㆘

態
㆟ㆂ

の発生
災害対策本部を設置

第2
●�空間線量率が5μSv/時以上（2地点以上
又は10分以上/地点）の事故・トラブル

●�全面緊
ㆌん

急
ㆌ㇅ㆄ

事
㆘

態
㆟ㆂ

の発生

原
子
力
の
安
全
防
災
対
策
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茨城県原子力オフサイトセンター
ΦϑαΠτηϯλʔは、֐ࡂྗࢠݪ時に、ࢢ、ݝ、ࠃொଜ、ऀۀࣄྗࢠݪや࡯ܯ等の防

ڌを行うࡦର֐ࡂ、༗しڞが一ಊにձし、৘ใをऀ܎ؔࡂ
ㆌ㇇

点
ㆦん

で͋Γ、全ࠃに��ϱ所͋Γま
す。ΦϑαΠτηϯλʔには、ςϨϏձٞγεςϜをؚΉ௨৴ઃඋやϔϦϙʔτ、֤ छのݪ
ຊ෦ࡦ஍ରݱ֐ࡂྗࢠݪ、時には֐ࡂྗࢠݪ。などが੔උ͞Εていますࡐػࢿࡂ防ྗࢠ
ͱ֐ࡂྗࢠݪ߹ಉରٞڠࡦձをઃஔし、৘ใڞ༗、ҙࢥ౷一をਤΓ、ۓ

ㆌん
ٸ
ㆌ㇅ㆄ
時のԠٸରࡦ

を検౼します。
ҵ৓ݝΦϑαΠτηϯλʔは、ࢪྗࢠݪ

㆗せ ㆤ
ઃがཱ஍している౦ւଜ、大ચொのどͪらから

΋��LN΄どのڑ཭に͋たる、ͻたͪなかࢢ੢
ㆫ㆗㆘㇅ㆄ㆕んㆶㆍ㇇ㆄ
。ไ行に͋Γますࡾे

౦೔ຊ大਒ࡂや෱ౡୈ一ిൃྗࢠݪ所ނࣄの後は、ఀ ిにඋ͑たඇৗ༻ൃిػの೩
ྉλϯΫの૿ઃや、पล஍域でۭؒ放射ઢྔが上ঢしたͱ͖にඋ͑、ࢪ

㆗せ ㆤ

ઃ಺での放射ઢ
ඃ
ひ

͹ を͘௿
ㆦㆂ

ݮ
㆒ん

するためのվमなどを行いました。

日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ）　原子力緊
ㆌ ん

急
ㆌ㇅ㆄ

時支援・研修センター
ٕ・ಈを、ઐ໳త׆のࡂ防ྗࢠݪମのஂڞや஍方ެࠃ ज़తݟ஍からࢧԉするための

ࢪ
㆗せ ㆤ

ઃで、໔
㇁ん㆗ん

਒ߏ଄やཅ
㇈ㆄㆀㆤ

ѹԽઃඋがઃஔ͞ΕておΓ、ྗࢠݪにؔする஌ࣝや経ݧを࣋ͭઐ
໳৬һがいます。全ࠃでは、ҵ৓ݝͱ෱Ҫݝに̎ Χ所͋Γ、֐ࡂྗࢠݪが͜ىった際には、
؀
ㆉんㆌ㇇ㆄ

؂・の放射ઢྔ等をଌఆڥ
ㆉん

ࢹ
㆗

する׆ಈや住ຽ防
ㆼㆄ ㆔

ԉなどを行いࢧのためのٕज़తࡦରޢ
ます。また、ฏৗ時には、ྗࢠݪ防ܭࡂըのཱҊへのॿݴや訓練支援、原子力防災体制の
向上のための調査、研究や情報発信、全国の原子力防災関係要員の育成などを行ってい
ます。
෱ౡୈ一ిൃྗࢠݪ所ނࣄに際しては、Ԡٸରࡦのࢧԉを行うͱͱ΋に、放射ઢྔ等

をଌఆ・؂
ㆉん

ࢹ
㆗

するઐ໳৬һを೿
ㆯ㆐ ん

݈、ಈしました。また׆஍でݱ、しݣ Ө߁
ㆆㆂㆌ㇇ㆄ

にͭいてのి࿩ڹ
૬ஊなどを行いました。

原子力災害対策重点区域について
෱ౡୈ一ిൃྗࢠݪ所ނࣄを౿ま͑、ࠃの
਑ࢦࡦର֐ࡂྗࢠݪ、ҕһձでは੍نྗࢠݪ
をࡦఆし、ࢪྗࢠݪ

㆗

ઃ
せㆤ

͝ͱに、͋ らか͡めࢠݪ
ྗࢠݪする۠域ʢࢪをॏ点తに࣮ࡦର֐ࡂྗ

ݧࢼ、ॏ点۠域ʣをઃఆしました。またࡦର֐ࡂ
࿍ࢠݪ༺ڀݚ

㇍

や֩
ㆉㆎ

೩ྉࢪ
㆗

ઃ
せㆤ

などిൃྗࢠݪ所
Ҏ֎のࢪྗࢠݪ

㆗

ઃ
せㆤ

΋ؚめて、防
ㆼㆄ

ޢ
㆔

ରࡦのൣғ
や಺༰にͭいてఆめらΕています。

原子力災害対策重点区域
஍ 

۠ ɹ所ۀɹࣄ
原子力災害対ࡦॏ点۠Ҭ

ॏ点۠ҬをઃఆすΔ
原子力ࢪ

し

ઃ
せつ

ॏ点۠Ҭの
ൣғ

所ࡏ・ؔ ܎
पลࢢொଜ

東
海
・
那
珂
地
区

日本原子力発電（株）
東海第二発電所

発電用原子炉
ろ

施
し

設
せつ

（PAZ）
約5km

（UPZ）
約30km

東 海 村
水 戸 市
日 立 市
常陸太田市
高 萩 市
笠 間 市
ひたちなか市
常陸大宮市
那 珂 市
鉾 田 市
茨 城 町
大 洗 町
城 里 町
大 子 町

国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

試験研究用等
原子炉

ろ

施
し

設
せつ

（JRR-3）
（UPZ）
約5km

東 海 村
日 立 市
ひたちなか市

஍ 

۠ ɹ所ۀɹࣄ
原子力災害対ࡦॏ点۠Ҭ

ॏ点۠ҬをઃఆすΔ
原子力ࢪ

し

ઃ
せつ

ॏ点۠Ҭの
ൣғ

所ࡏ・ؔ ܎
पลࢢொଜ

東
海
・
那
珂
地
区

国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構
核燃料サイクル工学研究所

再処理施
し

設
せつ （UPZ）

約5km

東 海 村
日 立 市
ひたちなか市

原子燃料工業（株）東海事業所 加工施
し

設
せつ （UPZ）

約500m
東 海 村

三菱原子燃料（株） 加工施
し

設
せつ （UPZ）

約1km
東 海 村
那 珂 市

大
洗
・
鉾
田
地
区

国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構
大洗研究所

試験研究用等
原子炉

ろ

施
し

設
せつ

（HTTR）

（UPZ）
約5km

大 洗 町
鉾 田 市
水 戸 市
茨 城 町

試験研究用等
原子炉

ろ

施
し

設
せつ

（常陽）

試験研究用等
原子炉

ろ

施
し

設
せつ

（JMTR）
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原子力ൃి所に܎Δ原子力災害対ࡦॏ点۠Ҭ
۠෼ ൣғ

PAZ
（Precautionary�Action�Zone）
予防的防

ㆼㆄ

護
㆔

措
㆝

置
ㆡ

を準備する区域

おおむね
5km

UPZ
（Urgent�Protective�Action
�Planning�Zone）
緊
ㆌん

急
ㆌ㇅ㆄ

防
ㆼㆄ

護
㆔

措
㆝

置
ㆡ

を準備する区域

おおむね
5〜30km

※1 �高齢者、障害者、乳幼児、その他特に配
はい

慮
りょ

を要する者をいい、妊婦、授乳婦及び乳幼児の保護者等を含む。
※2 �PAZ内の要配

はい

慮
りょ

者のうち、避
ひ

難
なん

の実施に通常以上の時間がかかる者や、妊婦、授乳婦、乳幼児及び乳幼児とともに避
ひ

難
なん

する必要のある者、�
安定ヨウ素剤を服用できないと医師が判断した者

※3 �避
ひ

難
なん

退
たい

域
いき

時検査とは、避
ひ

難
なん

者の汚
お

染
せん

状況を確認するために行う検査

ۓ
ㆌ㇓

ٸ
ㆌ㇅ㆄ

時に͓けΔ避
ㆲ

難
ㆪ㇓

等のྲྀΕ
● 事故の進

しん

展
てん

に対応して防
ぼう

護
ご

措
そ

置
ち

を段階的に実施します。
● 施

し

設
せつ

に近いPAZから先に避
ひ

難
なん

を開始し、その外側のUPZでは、まず屋
おく

内
ない

退
たい

避
ひ

し、空間放射線量率の測定結果により避
ひ

難
なん

を実施します。
● 要配

はい

慮
りょ

者（※1）は早期に対応を準備します。

事故等
の発生

警
けい

戒
かい

事
じ

態
たい

異常事
じ

象
しょう

の発生
施
し

設
せつ

敷地緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

重大事故に至る可能性あり
全面緊

きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

重大事故が発生、放射性
物質放出の可能性が高い

放射性物質放出後

事 故 の 進 展
しん    てん

P
A
Z

U
P
Z

防ぼ
う

護ご

措そ

置ち

施
し

設
せつ

敷地緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

要
避
ひ

難
なん

者（※2）の
避
ひ

難
なん

準備
住民等の避

ひ

難
なん

・施
し

設
せつ

敷地緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

要
 避
ひ

難
なん

者の避
ひ

難
なん

・住民等の避
ひ

難
なん

準備

・要配
はい

慮
りょ

者（※1）の屋
おく

内
ない

 退
たい

避
ひ

準備
・住民等の屋

おく

内
ない

退
たい

避
ひ

準備

・要配
はい

慮
りょ

者の屋
おく

内
ない

退
たい

避
ひ

、
 避
ひ

難
なん

準備
・住民等の屋

おく

内
ない

退
たい

避
ひ

空間放射線量率の測定結果による対応

避
ひ

難
なん

の方๏
PAZ UPZ

自
宅
・

職
場
等 自

宅

学
校
等

職
場
・
学
校
等

避ひ

難な
ん

所

一時集合場所 一時集合場所徒歩等 徒歩等バス等 バス等 バス等

バス等

（屋
おく
内
ない
退
たい
避
ひ
）

自家用車

自家用車 自家用車

避ひ

難な
ん

所

避ひ

難な
ん

退た
い

域い
き

時
検
査
場
所
（※3）

原子力災害対策重点区域の範囲また、ॏ点۠ҬにؚまΕΔࢢொଜ
では、ສ͕一にඋ͑てʮ޿Ҭ避

ㆲ

難
ㆪ㇓

ըʯ、ʮ԰ܭ
ㆈㆎ

಺
ㆪㆂ

ୀ
㆟ㆂ

避
ㆲ

ͼ避ٴ
ㆲ

難
ㆪ㇓

༠ಋܭ
ըʯのࡦఆをਐΊています。

๺ҵ৓ࢢ

ࢢഡߴ

೔ཱࢢ

ৗ཮ଠాࢢ

ৗ཮େࢢٶ

৓ཬொ
ಹՑࢢ

ਫࢢށ

খඒࢢۄ
ੴԬࢢ

౔Ӝࢢ ͔͢Έ͕
Β͏ࢢ

๶ాࢢ

ࢢํߦ

ைདྷࢢ

ਆ੘ࢢ

ࢢౢࣛ

ࢢּؒ
ࢢ઒ࡩ

ͭ͘͹ࢢ

ࢢٱڇࢢٱڇ
Ѩݟொ

ඒӜଜ

Ҵෑࢢ

ཾέ࡚ࢢ
Տ಺ொ

རࠜொ

ͭ͘͹
ΈΒ͍ࢢ

ஜ੢ࢢ

ৗ૯ࢢ

क୩ࢢ

औखࢢ

ࢢ౦ࡔ

ொڥ

բொޒ

ࢢՏݹ

݁৓ࢢ

Լࢢ࠺

ീઍ୅ொ

౦ւଜ

ͻͨͪͳ͔ࢢ

େચொେચொ

େࢠொ

ҵ৓ொ

原子೩ྉۀ޻
（Ճ޻ɿ໿���N） 原子力Պֶڀݚ所

（+33��ɿ໿�LN）

֩೩ྉαΠΫϧڀݚֶ޻所
（再ॲཧɿ໿�LN）

େચڀݚ所
（ৗཅɿ໿�LN）

େચڀݚ所
（)553ɿ໿�LN）

େચڀݚ所
（+.53ɿ໿�LN）

ඛ原子೩ྉࡾ
（Ճ޻ɿ໿�LN）

౦ւୈೋൃి所
（61;ɿ໿��LN）

౦ւୈೋൃి所
（1";ɿ໿�LN）
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防災無線

テレビ・ラジオ

メール・インターネット

˔�す͙にϥδΦ・ςϨϏのεΠονを入Εる΄か、防ࡂ行੓ແઢをฉいたΓ、Πϯλʔωοτや
ۓ
ㆌんㆌ㇅ㆄ

避・֐ࡂ଎ใϝʔϧにΑるٸ
ひ

難
なん

৘ใの受৴を֬ೝするなど、ਖ਼֬な৘ใをͭかΈましΐう。
˔�ࣗ ෼উखな行ಈをͱらず、৽たな৘ใがग़るまで԰

おㆎ

಺
なㆂ

で଴ػしましΐう。
˔うΘ͞やσϚにまどΘ͞ΕないΑうにしましΐう。
˔ྡ

ㆨな㇊

ۙ所ͱ৘ใの֬ೝをしましΐう。
˔防׆ࡂಈの๦

㆕ㆾ㆟

͛になるのでి࿩にΑる໰い߹Θͤはͻか͑ましΐう。

事故が起きたときは？
ࢪྗࢠݪ

㆗ ㆛ ㆤ

ઃに͓͍ͯۓ
ㆌんㆌ㇅ㆄ

ࣄٸ
㆘

ଶ
㆟ㆂ

ொଜ͔Βͷ৘ใにࢢ΍ݝ৔߹͸ɺͨͬ͜ى͕
ɺྫྷ͖ͮج ੩にߦಈ͠·͠ ΐ͏ ɻ

3章　事故が起きたときのために

まず正確な情報を入手する

屋
ㆈ ㆎ

内
な ㆂ

に退
㆟ ㆂ ひ

避する場合

˛๷׆ࡂಈͷ๦
さまた

͛にͳるͷͰɺ
ి࿩による໰͍߹Θͤ͸ͻ͔͑
るよ͏に͠·͠ ΐ͏ ɻ

˛֎͔Β͖ͨͯͬؼΒɺإ΍खΛચ͍ɺҥ෰Λண
ㆌ ㆋ

ସ

͑·͠ ΐ͏ɻͦ ͯ͠ண
ㆌ ㆋ

ସ͑ͨҥ෰͸Ϗニーϧା
ㆶㆎ㇍

にอ

؅͠·͠ ΐ͏ ɻ

˛๷ࡂແઢΛ஫ҙͯ͠ฉ͍ͨΓɺςϨϏ΍ϥδΦɺΠϯター
ωοト͔Βਖ਼֬ͳ৘ใΛ͔ͭΉよ͏に͠·͠ ΐ͏ ɻ

ࢪྗࢠݪ　
㆗ せ ㆤ

ઃにおいてۓ
ㆌんㆌ㇅ㆄ

ࣄٸ
㆘

ଶ
㆟ㆂ

が͜ىΕ͹、ݝやࢢொଜなどから͋らΏる
って必ཁな৘ใが఻࢖ใखஈを޿ ら͑Εます。͜ Εらの৘ใに͖ͮج、࣍ の
Αうな͜ͱに஫ҙし、ྫྷ ੩に行ಈしてͩ͘ ͞い。

�̝υΞや૭を全෦ดめましΐう。
׵˔

ㆉんㆌせん

́、ઔなどؾ かのۭؾのग़入ޱ΋ด
ㆨ

͡ます。
˔�ΤΞίϯが֎のۭؾを取ΓࠐΉλΠϓの৔߹は、
　ΤΞίϯ΋止めましΐう。
˔�֎からؼって͖たਓはإやखをચい、衣服を着

ㆌ ㆋ

ସ͑ましΐう
　ʢ着

ㆌ ㆋ

ସ͑た衣服はϏχʔϧା
ㆶㆎ㇍

に入Εてอ؅しましΐうʣ。
ใ車、ϥδΦ、ςϨϏ、Πϯλʔωοτなどの৽しい৘ใを޿�˔
଴ͪましΐう。

　԰
おㆎ

಺
なㆂ

退
㆟ㆂ ひ

避のࣔࢦがग़たͱ͖は、ࣗ ୐などの԰
おㆎ

಺
なㆂ

に入Γ、υΞ
や૭を全෦ดめてͩ͘ ͞い。ՈのதにいΕ͹、放射ઢを受ける
ྔがগな͘てすΈます。また、԰

おㆎ

಺
なㆂ

では、࣍ のΑうな஫ҙࣄ
㆘㆓ ㆄ

߲
をकって、放射性物質にΑる汚

おせん

染の防止にͭͱめてͩ͘ ͞い。

1　いつ、どこの施
し せ つ

設で、どんなことが起きたか
2　事故の状況と今後の予測
3　災害対策本部が講じている対策など

注意！
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避
ひ な ん

難する場合

安定ヨウ素剤
㆖ ㆂ

を使う場合には…

ࡎະຬはθϦʔࡀ�
㆖ㆂ

を、ࡀ�Ҏ上はؙ
ㆋん

ࡎ
㆖ㆂ

ʢؙ
ㆋん

ࡎ
㆖ㆂ

の服༻がࠔ難なਓは಺服ӷʣを服༻します。

˔��ి ݩのϒϨʔΧʔをམͱし、Ψεのؾ
㇂ㆨせん

ખなどをดめましΐう。
��̝ ྡ

ㆨな㇊

ۙ所に੠をかけ、ॿけ߹いながら避
ひな ん

難しましΐう。
˔�૭やυΞのݤ

ㆉㆍ

をかけましΐう。
˔��࣋ ͪ物は࠷খݶにし、وॏ඼は๨ΕないΑうにしましΐう。

ࢪྗࢠݪ
㆗せ ㆤ

ઃでのނࣄ௚後に放ग़͞Εる放
射性Ϥ΢ૉを਎ମに取ΓࠐΉͱߕ

㆓ㆄ㆘㇇ㆄせん

ঢ়થにूま
Γ、ߕ

㆓ㆄ㆘㇇ㆄせん

ঢ়થがΜをൃ঱ͤ͞るおͦΕが͋Γま
す。安ఆϤ΢ૉࡎ

㆖ㆂ

をద੾なλΠϛϯάで服༻す
る͜ͱにΑΓ、ߕ

㆓ㆄ㆘㇇ㆄせん

ঢ়થがΜのൃ঱を௿
ㆦㆂ

ݮ
㆒ん

ͤ͞る
͜ͱがで͖ます。しかし、安ఆϤ΢ૉࡎ

㆖ㆂ

は放射
ઢඃ

ひ

͹ に͘ରするສೳༀではな͘、֎෦ඃ
ひ

͹
͘やଞの放射性物質に汚

お

染
せん

͞Εたҿ৯物を
ઁ
せㆣ

取
㆗㇅

した৔߹などにはޮՌが͋ΓまͤΜ。

安ఆϤ΢ૉࡎ
㆖ㆂ

は、放射性物質の放ग़લにݪ
ଇଈ時避

ひ

難
なん

する1";の方には、ࣄલに഑෍し
ます。また、放射性物質の放ग़時に԰

おㆎ

಺
なㆂ

退
㆟ㆂ

避
ひ

を࣮ࢪして、ͦ の後、ۭ ؒ放射ઢྔ཰等にԠ
͡て、避

ひ

難
なん

や一時移転を行う61;の方には、
必ཁ時にݝやࢢொଜが഑෍します。
ࡎલに഑෍した安ఆϤ΢ૉࣄ

㆖ㆂ

はݶظ༺࢖
ʢؙ

ㆋん

ࡎ
㆖ㆂ

は੡଄から�೥、θϦʔࡎ
㆖ㆂ

は੡଄から�
೥ʣ͝ ͱにߋ৽が必ཁです。

1　どの区域の人が対象か
2　その区域の全員か一部か
3　 どの避

ひ

難
なん

所へ行くのか、  
または、いつどこへ集まって、 
どこへ避

ひ

難
なん

するのか、
　　移動手段は何かなど

注意！ 屋外での簡単な
被
ひ

ばくの防ぎ方
マスクをしたり、タオルやハンカ
チなどを水に濡

ㆬ

らして固くしぼ
り、口や鼻をおおうと、放射性
物質の吸い込みによる内部被

ㆲ

�
ばくを防ぐのに効果があります。

フードつき
レインコート

ゴム手袋

帽　子

防塵マスク 

（または濡れタオル） 

長ズボン

長ぐつ

ゴーグル

ぼう

ぼうじん

ぬ

てぶくろ

し

　避
ひな ん

難のࣔࢦがग़たͱ͖は、ू ߹৔所などを֬ೝし、མͪ着い
て行ಈしてͩ͘ ͞い。

˛ආ
ㆲㆪ ㇓

೉͢るよ͏に͕ࣔࢦग़ͨͱ͖
͸ɺආ

ㆲㆪ ㇓

೉͢るݐ෺΍ू߹৔ॴΛ֬
ೝͯ͠ɺམͪண͍ͯߦಈ͠·͠ ΐ͏ ɻ

安ఆϤ΢ૉࡎ
ざい

のθϦʔࡎ
ざい

安ఆϤ΢ૉࡎ
ざい

のؙ
がんざい

ࡎ

原
子
力
の
安
全
防
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対
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原子力施
し せ つ

設で事故が
発生した場合は、

冷静に対応するとともに、
内部被

ひ

ばくを防ぐことも
心がけましょう。

で事故が
発生した場合は、

冷静に対応するとともに、
ばくを防ぐことも

心がけましょう。

まとめ

避
ひ

難
な ん

時の検査は
　「避

ひ

難
なん

退域時検査」は、ＵＰＺにお住
まいの方が一時移転などを行う際、避

ひ

難
なん

経路上で放射性物質が車両や衣服
などに付着していないか調べる検査
です。
　避

ひ

難
なん

先受入側の安全・安心のため、
汚
お

染
せん

の拡大防止の観点から、必ず検
査を受け「検査済証」を受け取った後
に避

ひ

難
なん

所等へ向かいます。

検査済証を受け取り、
避
ひ

難
なん

先へ

基準値超過

基準値以下

基準値以下

基準値超過

基準値超過

基準値超過

基
準
値
以
下

車両 ➡  一時保管場所へ留置し、乗員の方は 
バス等で避

ひ

難
なん

所へ向かいます。
乗員 ➡  原子力災害拠点病院等へ搬送します。

簡易除染・再検査
車両 ➡  拭き取り 

（濡らした 
ウエス等）

乗員 ➡  拭き取り、 
脱衣

乗員の代表者に
対して検査

乗員の全員に
対して検査

ゲート型モニタ等により車両を検査

基準値以下

検査の流れ

ゲート型モニタによる車両検査

住民検査
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茨城県内の主な原子力関係施
し

設
せ つ

10km
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51
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15
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10

6
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9
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11

16
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4

6

佐和
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大洗

水戸

偕楽園（臨時）

千波湖

常陸
青柳

常陸津田

後台

下菅谷

中菅谷

上菅谷
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那珂IC

水
郡
線

水戸
大洗IC

水戸南IC

茨城町東
IC

大洗町

水戸市

那珂市

常
磐自
動
車
道

ひたちなか海浜鉄道

大洗鹿島線

夏海湖

涸
沼
川

涸沼

市町村境界線

高速道路

国道

JR線

私鉄

東海

東海村

常
磐
線

水戸市
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